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「Dr.Sum」と「MotionBoard」の組み合わせで、全社に蓄積されたデータを一元統合。高速で集計し、その結果をダッシュボード
上で可視化。Excelの出力機能で、報告書の作成作業を自動化することで、従来までのデータを集めて加工し、Excelファイルの
報告書を作成する業務時間の削減に貢献。

• データ抽出に時間がかかるなど、旧来型業務システムが効率化の“壁”になっていた
• データをグラフィカルに可視化するBIツールを導入し、情報を円滑に共有したい
• 従来の作業内容を継承しつつ、業務を効率化したい

課題背景

• データ抽出の仕組みを刷新し、抽出時間を大幅に短縮
全社に蓄積されたデータを「Dr.Sum」に一元統合、データ抽出を高速化する仕組みを構築
• BIツール「MotionBoard」を組み込み、データの可視化を実現
「Dr.Sum」で集計した結果を、「MotionBoard」のダッシュボード上でグラフィカルに可視化
• 帳票出力機能を活用し、Excel形式の報告書を自動作成
ダッシュボード上のアイテムをExcelに自動出力する機能で、報告書作成時間が大幅に短縮

成　　果

データ抽出の高速化を図り、可視化も実現
報告書作成作業の自動化により、業務効率が大幅に向上

事例のポイント

導入ソリューション

InfoFrame Dr.Sum EA MotionBoard 導入事例
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InfoFrame Dr.Sum EA MotionBoard 導入事例
九州旅客鉄道株式会社 様

九州の7県において鉄道事業や旅行事業などを展開
している九州旅客鉄道株式会社様（以下、JR九州様）。
同社では、「安全とサービスを基盤として九州、日本、
そしてアジアの元気をつくる企業グループ」を“ある
べき姿”に掲げ、将来の人口減少や自然災害の激甚化、
技術革新などの変化に対応するべく、さまざまな取り
組みを進めています。
“あるべき姿”の実現に向けてJR九州様が注力して
いるのが、「JR九州グループデジタル戦略」。この取り

組みでは、デジタルを活用した「既存ビジネスの磨き
上げによる最適化」や「未来のビジネスの創造による
変革」を目標に掲げています。その実現のために欠か
せなかったのが、旧来型業務システムや業務プロセス
の見直しでした。
もともとJR九州様では、経理情報や人事情報、売上
情報などを管理する基幹システムから、社員各々が
データを抽出し、報告書作成や経営状況の分析に
活用していました。「しかし旧来型の経営情報抽出
システムでは、データの抽出に時間がかかり、業務
効率化を妨げる大きな要因になっていました」と、総
合企画本部IT推進部の永嶋正己氏は当時の状況を

振り返ります。
当時JR九州様では、抽出したデータをExcelファイル
上で加工し、報告書などに落とし込んでいましたが、
その作業に工数がかかっており、短縮する仕組みが
求められていました。さらに当時普及し始めていた
BIツールを活用し、「データ集計の結果をグラフィカル
に可視化して共有したい」という声も高まっていたと
いいます。
こうした課題を解決するため2018年、JR九州様は、
経営情報抽出システムの入れ替えとBIツール導入の
検討を開始しました。

検討の結果、JR九州様が選んだのは、NECの
「InfoFrame Dr.Sum EA MotionBoard」でした。
選定の理由として永嶋氏がまず挙げたのが「安心感」
です。「もともと基幹システムの管理をNECにお願い
していたため、既存システムへのつなぎ込みやデータ
連携などに関する安心感があったのです」。また本製
品についてNECが多数の導入実績を積み、ノウハウ

や知見が豊富であったことも信頼につながったとい
います。
「InfoFrame Dr.Sum EA MotionBoard」の機能
面では、まずデータ抽出の高速化がポイントになっ
たといいます。「データ抽出のスピードが速くなるこ
とで、基幹システムからデータを取り出して報告書作
成などに活用する、従来業務のスピード向上が見込
めると考えたのです」（永嶋氏）。加えて、「BIツールと
しての見やすさやわかりやすさ、個々のユーザーが
ダッシュボード上での見せ方を工夫できる点も高く

評価された」と強調します。
「もう一点、Excelの帳票に合わせて出力できる点も評
価しました。以前の業務のやり方を継続したいという声
も少なからずあったのです。その点、当製品はデータ
集計・分析の結果をダッシュボード上で共有するだけ
でなく、その内容をExcelファイルに出力できます。
しかも部署や駅ごとに細かく切り分けて出力するこ
とも可能です。こうした国産ツールらしい “かゆいとこ
ろに手が届く”機能が多数搭載されているところも、
本製品を選ぶ大きな決め手になりました」（永嶋氏）

JR九州様は2019年春に「InfoFrame Dr.Sum EA 
MotionBoard」を導入。基幹システムから必要なデー
タを高速に抽出する機能の活用が進み、従来行われ
ていた報告書作成のスピードが大幅に向上しました。
その後、BIツール機能「MotionBoard」の活用を促す
ための社内勉強会も開催。それを機に、さまざまな
業務時間の削減効果が出始めているといいます。
「そのひとつが、予実管理の報告書作成です。当社で
は、年度頭に設備投資・修繕の計画を策定し、本社か
ら各現場（保守区）に予算を配布します。その後、予
定通り工事を発注しているかを毎月トレースしていま
す。以前は、報告書作成にExcelを用いており、各現

場はもちろん、報告書を受け取る本社側にも、データ
を集めて加工する作業が発生していました。この作業
を『MotionBoard』のダッシュボード上で自動集計
し、共有するようにしたところ、このダッシュボード
作成で本社側は年間約192時間、各保守区では年間
約1,152時間もの削減効果が出たと報告を受けて
います」（永嶋氏）
さらに永嶋氏は、「光熱費の適正化を促す各駅の取り
組みでも、業務時間の削減効果が出ている」と説明
を続けます。
「以前当社では、各駅で集計した光熱費の節約効果の
データを、Excel上で編集した後、紙に出力し、駅の壁
などに掲示していました。この作業を簡略化するため、
本社側で『MotionBoard』のダッシュボード上に統一
フォーマットを作成し、各駅には節約効果のグラフを

ダッシュボードからExcelファイルに出力し、啓蒙活
動に活用してもらうようにしました。すると、データを
集めて加工する業務時間が短縮され、このダッシュ
ボード作成で本社側は年間約48時間、駅側は実に
年間約936時間もの削減効果が出ています」
今後もJR九州様では、勉強会を通して「MotionBoard」
の活用を促す取り組みを継続していく考えです。さら
に利用者の裾野を広げるために、「MotionBoard」
をはじめとするデジタルツールを活用した業務改善
活動にフォーカスするコンテスト「D-1グランプリ」
の開催も計画しています。「イベントを通して社内の
DX活動に光を当て、自発的なデジタルツール活用
の波をどんどん広げていきたいと考えています」と
永嶋氏は、利用者拡大に向けた強い意気込みを聞か
せくれました。

導入前の背景や課題

選択のポイント

導入後の成果

既存業務をスムーズに継続しつつ
業務を改善できる点が決め手に

基幹システムからのデータ抽出作業が
業務の効率化を妨げる“壁”に

BIツール活用が社内に浸透し
「業務時間の削減効果」が拡大

日本電気株式会社 〒108-8001　東京都港区芝五丁目7-1（NEC本社ビル）

環境にやさしい植物油インキ
を使用しています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。
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●Excelは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。
●本カタログに記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
●このカタログの内容は改良のため予告なしに仕様・デザインを変更することがありますのでご了承ください。
●本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等を
　ご確認の上、必要な手続きをお取りください。ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合
　には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

お問い合わせは、下記へ

NEC ファーストコンタクトセンター
ソフトウェアお問い合わせ窓口

TEL： 0120（58）0595
【受付時間】9：00～12：00　13：00～17：00　月曜日～金曜日（祝日・NEC所定の休日を除く） 

URL： https://jpn.nec.com/infoframe/drsum/


